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元嘉暦法による月食計算法 

【以下は元嘉暦法による月食計算法として追記した。】 

                                 竹迫 忍 

 
７． 元嘉暦法による月食計算 
 
 月食の予測も同様の計算方法を用いておこなうことができる。ここでは日本では実際に
観測できなかった為推算かどうかが問題になっている皇極二年五月十六日(西暦 643 年 6 月
8 日)の日本の最初の月食記録についても以下に概略計算してみる。 
 
７．１ 入紀年を求める 
 
皇極二年(西暦 643)の入紀年は(1)式より、 
 (５７０３＋(６４３－４４３)－３６４８)÷６０８= ３ (余) ４３１：入紀年 
 
７．２ 毎月初日（朔）の干支を求める 
 
積月は(2)式より、 
４３１×２３５÷１９＝ (商)５３３０：積月（余）１５：閏餘 （閏年ではない） 
 
正月の朔は(3)(4)(5)より、 
２２２０７×５３３０＝１１８３６３３１０：朔積分 
１１８３６３３１０÷７５２＝(商)１５７３９８：積日  (余)１４：小余 
１５７３９８÷６０＝(商)２６２３   (余)１８  ：大余 
甲午紀第四の干支は甲午(30)から始まるので、正月朔の干支は３０＋１８＝４８(壬子) 
朔の時間は１４（一日は７５２分）となる。 
 
５月朔は(6)式より、 
５月朔＝正月大余＋正月小余/２５２＋ (２９＋３９９/７５２)×４ 
   ＝４８＋１４/７５２ ＋ １１６ ＋ １５９６/７５２ 
   ＝１６４＋ ２＋１０６/７５２ 
   ＝４６＋１０６/７５２ 
 
７．３ ５月望を求める 
 

「求弦望法； 加朔大餘七、小餘二百八十七、小分三、小分満四従小餘、小餘満日法従
大餘、命如前、上弦日也。又加之得望、又加之得下弦。」（彙編、、1728 ページ） 

 
これより、 
望＝朔大余＋朔小余/７５２ ＋ (７＋(２８７＋３/４)/７５２ )×２ -----(25) 
 
５月望は、 
５月望 ＝ ４６＋１０６/７５２＋（１４＋(５７５＋１/２)/７５２） 
       ＝ ０(甲子)＋６８１．５/７５２(小余) 
 
７．４ 日食と月食のある月を求める 
 
ここで５月に月食があるか確認する。 
 
正月朔去交分は(11)式より、 
（積月×會数＋入交會紀差）÷會月＝（５３３０×１６０＋２２）÷９３９ 
                ＝ (商)９０８ (余)２１０： 正月朔去交分 
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５月朔去交分は(12)式より、 
５月朔去交分 ＝ 正月朔去交分＋會数×４ ＝ ２１０＋１６０×４＝８５０ 
５月望去交分は(13)式より 
５月望去交分=５月朔去交分＋合数＝８５０＋８０＝９３０ 
 
したがって、交限数(８５９)＜望去交分(９３０)＜ 會月(９３９)であるので５月に月食あり。 
 
７．５ 月の速度の補正 

 
ここでは月の速度の補正を行い食甚の時間を修正する。 

まず修正のもととなる入暦日を求める。正月朔入暦日は(14)から(16)式より、 
 
(求年朔積分＋入遅疾差)÷通周＝(商) (余) 正月朔入暦日(×日法)  
正月朔入暦日(×日法) ÷日法=(商) 正月朔入暦日 (余) 日余   
正月朔入暦日＋１日＋７３４/７５２＝２月朔入暦日    
数値を代入すると、 
正月入暦日は、 
正月入暦日＝(１１８３６３３１０＋１５２４５)÷２０７２１ 
     ＝(商) ５７１２(余) ２０２０３ 
２０２０３÷７５２=(商) ２６：正月朔入暦日 (余) ６５１：日余 
５月朔入暦日は、 
５月朔入暦日＝２６＋６５１/７５２＋（１＋７３４/７５２）×４ 
     ＝３０＋３５８７/７５２＝３４＋５７９/７５２（－２０７２１/７５２） 
     ＝７＋１６２/７５２ 
５月望入暦日は 
５月朔入暦日＝５月朔入暦日＋１４＋(５７５＋１/２)/７５２ 
      ＝７＋１６２/７５２＋１４＋(５７５＋１/２)/７５２ 
      ＝２１＋７３７．５/７５２ 
入暦日の表は一日目から始まるので実際には上記の値に一日加えた２２日で表を見る。 
 
７．６ 月の入陰陽暦： 
  
次に月が陽暦にあるのか陰暦にあるのかの計算をする。(17)から(21)式より、 
 

入紀積月÷會月＝(商) (余)      
（(余)×會数＋入紀交會差）×周天÷微分法＝(商)大分 (余)微分  
大分÷周天＝(商) (余)       
(余) ＜ 暦周 ： 陽暦 
(余)÷月周＝(商) 正月合朔入暦日 (余) 日餘    
次月 
(商) 正月合朔入暦日＋２日 (余) 日餘＋１３３１/日法＋１５９８/微分法  
５３３０÷９３９＝(商) ５ (余) ６３５ 
(６３５×１６０＋２２)×１１１０３５÷１８７８＝(商)6008306：大分(余)102:微分 
６００８３０６÷１１１０３５＝(商)５４ (余)１２４１６：入陽暦 
(余)１２４１６ ＜ ５５５１７半：暦周 ： 陽暦 
１２４１６÷４０６４＝(商)３： 正月合朔入暦日 (余)２２４： 日餘 
 
５月朔入暦日＝正月合朔入暦日＋(２＋(１３３１＋１５９８/１８７８)/４０６４)×４ 
      ＝３＋２２４/４０６４＋８＋５３２７．４/４０６４ 
      ＝１２＋１４８７．４/４０６４ 
５月望入暦日＝５月朔入暦日＋（１４＋(５７５＋１/２)/７５２） 
      ＝１２．３６６０＋１４．７６５３ （日） 
      ＝２７．１３１３×４０６４ （微分） 
      ＝１１０２６１＞暦周(55517.5)：陰暦 



 - 3 - 

７．７ 月の速度の補正 
 
５月望について求めた入暦日をもとに計算する。経朔の干支は０、日余は６８１．５。入

暦日は２１日、日余は７３７．５なので表－２の２２日目からそれぞれ値を読み取り代入す
ると、 
定積分＝７５９５２＋７３７．５×(－５)＝７２２６４．５ 
定差法＝２４０＋７３７．５×４÷７５２＝２４０＋３．９＝２４４ 
定小餘＝７２２６４．５÷２４４＋６８１＝２９６．２＋６８１＝９７７．２ 
なので定朔干支は１(乙丑)、日余は２２５．２ (午前７時 11 分) 
 
７．８ 食分と食継続時間 
 
元嘉暦には食分の計算は無いが、會月(９３９)、去交分(９３０)と交限数(８５９)より皆既を
食分１５として求めると、 
食分＝(９３０－８５９)/(９３９－８５９)×１５＝１３＋３１/１００（１３強）となる。 
以上により飛鳥時代でも暦を作る計算の延長として日食計算が簡単に出来たことがわかる。 
 
後代の月食計算で使われる皆既の時間２０刻（一日１００刻、約５時間）を使うと、 
 継続時間＝２０×(１３／１５．０)＝１７．３３刻（４時間９分） 
 
 
以上をまとめると、 
食分１３．３ 
食初＝7 時 11 分－2 時間 4.5 分＝５時６．５分 
食甚＝7 時 11 分 
食末＝7 時 11 分＋2 時間 4.5 分＝９時１５．５分 
 
実際には日本時間で、 
食初＝6 時 19 分 
食甚＝8 時 00 分 
食末＝9 時 42 分 
 
この月食は月が沈んだあとで、日本からは見えなかった。 
 
 
【2022/12/28 月食計算法追記】 


